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１
制
度
概
要

【
英
国
議
会
】

上
院（
貴
族
院：

H
ouse

of
Lords

）と
下
院

（
衆
議
院：

H
ouse

of
C
om
m
ons

）の
二
つ
が

あ
る
が
、
貴
族
院
議
員
は
選
挙
で
選
ば
れ
な
い

た
め
、
衆
議
院
議
員
だ
け
が
総
選
挙
で
選
出
さ

れ
る
。

【
選
挙
権
】

一
八
歳
以
上
の
英
国
籍
を
持
つ
男
女
及
び
英

連
邦
市
民
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
市
民
で
一
定

の
欠
格
要
件（
刑
務
所
に
服
役
中
な
ど
）に
該
当

し
な
い
者
で
、
居
住
す
る
自
治
体
に
選
挙
人
登

録
し
た
者
に
投
票
権
が
与
え
ら
れ
る
。

【
被
選
挙
権
】

二
一
歳
以
上
の
英
国
籍
を
持
つ
男
女
及
び
英

連
邦
市
民
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
市
民
で
、
一

定
の
欠
格
要
件（
貴
族
院
議
員
で
あ
る
な
ど
）に

該
当
し
な
い
者
が
立
候
補
で
き
る
。

【
議
員
の
任
期
】

五
年
で
あ
る
が
期
間
満
了
前
に
解
散
・
総
選

挙
と
な
る
こ
と
が
多
く
、
前
回
は
二
〇
〇
一
年
、

前
々
回
は
一
九
九
七
年
に
総
選
挙
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。

【
選
挙
区
数
、
区
画
及
び
名
称
】

下
院
が
決
定
す
る
が
、
今
回
の
英
国
全
体
の

議
席
数
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
地
域
議
会
へ
の
権
限

委
譲
に
伴
う
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
地
域
の
議
席
数
削

減
に
よ
り
、
二
〇
〇
一
年
の
六
五
九
か
ら
一
三

減
少
し
、
六
四
六
と
な
っ
て
い
る
。

【
投
票
制
度
】

各
選
挙
区
内
最
多
得
票
の
者
一
人
だ
け
が
当

選
す
る
小
選
挙
区
・
先
着
順
当
選
制（F

irst
Past

the
Post

）を
採
用
し
て
い
る
。
な
お
、
投

票
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
一
〇
時
ま
で
の

一
五
時
間
で
、
有
権
者
は
学
校
や
図
書
館
な
ど

に
設
置
さ
れ
た
投
票
所
に
出
向
い
て
投
票
を
行

ロンドン事務所ではイギリス国内のほか、アイルランド、ドイツ、オーストリア、オランダ、デンマー
ク、ノルウェー、スウェーデン、フィンランドの欧州9カ国を担当しており、諸外国の地方行財政制度等
の調査を行っている。
今回の特集では、労働党が連続3期目の政権を獲得した英国下院議員選挙結果とノルウェー及びデン
マークの地方自治について紹介する。

二
〇
〇
五
年
英
国
議
会
下
院
・

統
一
地
方
選
挙
の
概
要

ロ
ン
ド
ン
事
務
所
所
長
補
佐
　
　
田
中
　
尚（
静
岡
県
派
遣
）

二
〇
〇
五
年
五
月
五
日
に
、
四
年
ぶ
り
と
な
る
英
国
議
会
下
院
選
挙
と
カ
ウ
ン
テ
ィ（
県
に
相
当
）
議

員
な
ど
の
地
方
選
挙
が
同
日
実
施
さ
れ
た
。
今
回
の
選
挙
に
つ
い
て
、
政
治
集
会
や
投
票
所
を
視
察
し

実
際
の
選
挙
風
景
を
間
近
で
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
選
挙
結
果
と
併
せ
て
報
告
す
る
。

英
国
議
会
下
院
選
挙
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わ
れ
た
二
〇
〇
一
年
総
選
挙
で
は
国
内
問
題
が

争
点
だ
っ
た
が
、
今
回
は
①
イ
ラ
ク
問
題
が
中
心

に
あ
り
、
政
府
科
学
顧
問
の
デ
ビ
ッ
ド
・
ケ
リ
ー

氏
の
自
殺
な
ど
感
情
的
な
反
応
を
呼
び
起
こ
す

出
来
事
、
②
税
金
、
健
康
、
教
育
等
の
課
題
の

重
要
性
な
ど
が
争
点
と
な
っ
た
。
ま
た
、
主
な
注

目
点
と
し
て
は
、
①
英
国
経
済
が
好
調
な
中
で

労
働
党
史
上
初
の
三
期
連
続
総
選
挙
勝
利
に
挑

戦
す
る
ブ
レ
ア
首
相
に
対
し
、
二
〇
〇
三
年
に

勃
発
し
た
イ
ラ
ク
戦
争
へ
の
英
国
参
戦
の
た
め

の
政
府
情
報
操
作
疑
惑
や
参
戦
の
是
非
等
の
一

連
の
批
判
報
道
を
国
民
が
ど
の
よ
う
に
判
断
す

る
か
、
②
過
去
二
回
の
総
選
挙
で
大
敗
し
た
保

守
党
が
ど
う
巻
き
返
し
を
図
る
か
、
順
調
に
議

席
を
伸
ば
し
て
い
る
自
由
民
主
党
が
今
回
は
ど

こ
ま
で
議
席
を
伸
ば
す
か
、
で
あ
っ
た
。

【
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
】

日
本
の
二
〇
〇
三
年
流
行
語
大
賞
に
選
ば
れ

た「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」は
、
各
党
の「
政
権
公
約
」を

意
味
し
、
各
政
党
は
政
権
を
獲
得
し
た
時
に
は

「
必
ず
実
行
す
る
政
策
」を
国
民
に
約
束
す
る
。

今
回
の
主
要
三
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
も
、
あ

ま
り
論
議
の
な
い
政
策
を
中
心
に
据
え
、
税
金

も
ほ
ぼ
同
じ
レ
ベ
ル
の
も
の
を
提
案
し
、
ど
の
党

も「
も
し
ほ
か
の
党
が
勝
て
ば
今
言
っ
て
い
る
内

容
よ
り
も
高
い
増
税
を
実
施
す
る
だ
ろ
う
」
と

主
張
し
た
程
度
で
あ
っ
た
。

地
方
自
治
関
係
に
着
目
す
る
と
、
カ
ウ
ン
シ

ル
・
タ
ッ
ク
ス（
英
国
で
は
唯
一
の
地
方
税
）が
注

目
さ
れ
、
選
挙
戦
中
盤
の
主
要
論
点
の
一
つ
と

な
っ
た
。
労
働
党
は
制
度
見
直
し
を
提
案
し
、

保
守
党
は
大
幅
な
改
革
を
主
張（
例
え
ば
高
齢

者
に
対
す
る
還
付
な
ど
を
提
唱
）、
自
由
民
主
党

は
カ
ウ
ン
シ
ル
・
タ
ッ
ク
ス
の
廃
止
と
地
方
所
得

税
へ
の
置
き
換
え
を
提
案
し
た
。

う
。
ま
た
、
申
請
に
よ
る
郵
便
投
票
も
行
わ
れ

て
い
る
。

２
今
回
の
選
挙
の
争
点
及
び
選
挙
情
勢

【
現
在
の
政
党
勢
力
】

現
在
の
英
国
議
会
で
は
、
保
守
党
、
労
働
党
、

自
由
民
主
党
の
三
政
党
が
議
席
の
多
く
を
占
め

て
い
る（
二
〇
〇
一
年
総
選
挙
で
は
、
議
員
数
は

労
働
党
四
一
二
、
保
守
党
一
六
六
、
自
由
民
主

党
五
二
の
三
党
合
計
六
三
〇
で
、
総
数
六
五
九

の
九
五
・
六
％
）。
ま
た
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
い
て
民
族
主

義
・
英
国
か
ら
の
分
離
を
唱
え
る
小
政
党
も
生

ま
れ
て
い
る
が
、
少
数
派
で
政
権
を
取
る
ほ
ど

の
勢
力
で
は
な
い
。

【
経
緯
】

法
律（
一
七
一
五
年
七
年
法
）に
よ
れ
ば
、
国

会
の
存
続
期
間
の
上
限
が
五
年
間
で
あ
る
こ
と

か
ら
下
院
議
員
の
任
期
は
五
年
と
さ
れ
る
が
、

英
国
の
慣
習
等
か
ら
成
る（
未
成
文
の
）憲
法
に

基
づ
き
、
首
相
の
助
言
に
よ
り
女
王
が
議
会
解

散
を
宣
言
し
任
期
満
了
前
に
選
挙
が
行
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
。
前
回
の
総
選
挙
が
二
〇
〇
一
年

七
月
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ブ
レ
ア
首
相
は
少
な

く
と
も
あ
と
一
年
は
首
相
を
続
け
る
こ
と
が
可

能
で
あ
っ
た
が
、
世
論
調
査
で
は
労
働
党
政
権

が
優
位
に
立
っ
て
お
り
、
野
党
で
あ
る
保
守
党

が
混
乱
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ブ
レ
ア
首
相

は
好
機
と
捉
え
総
選
挙
実
施
に
踏
み
切
っ
た
。

【
争
点
・
主
な
注
目
点
】

ア
メ
リ
カ
の
９
・
１
１
テ
ロ
の
数
カ
月
前
に
行

労　働　党

ポケット版
全112ページ
価格£2.50
（無料ダウンロード可能）

保　守　党

A4版
全28ページ
価格£2.50
（無料ダウンロード可能）

自　由　民　主　党

タブロイド版
全20ページ
価格£0～0.75
（無料ダウンロード可能）

図1：各党のマニフェスト
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３
選
挙
結
果

選
挙
区
改
正
等
に
伴
い
議
員
定
数
は
前
回（
二

〇
〇
一
年
）総
選
挙
よ
り
一
三
減
と
な
る
六
四
六

（
立
候
補
者
死
亡
に
よ
り
一
選
挙
区
は
選
挙
延

期
）と
な
っ
た
今
回
の
下
院
選
挙
は
、
労
働
党
が

連
続
し
て
三
期
目
と
な
る
政
権
を
獲
得
し
た
。

議
席
配
分
は
労
働
党
三
五
六
議
席（
前
回
よ
り

四
七
議
席
減
）、
保
守
党
一
九
七
議
席（
前
回
よ

り
三
三
議
席
増
）、
自
由
民
主
党
六
二
議
席（
前
回

よ
り
一
一
議
席
増
）、
そ
の
他
三
〇
議
席（
前
回
よ

り
三
議
席
増
）と
な

り
、
投
票
率
は
六

一
・
二
％
で
前
回
五

九
・
四
％（
二
〇
〇

一
年
）よ
り
一・
八
％

増
加
し
た
。
労
働
党

と
全
野
党
と
の
議
席

差
は
改
選
前
の
一
六

一
か
ら
六
七
へ
と
九

四
議
席
減
少
し
た
。

主
要
政
党
の
得

票
率
は
、
労
働
党
が

三
五
・
二
％
で
、
政

権
党
の
得
票
率
と
し

て
は
戦
後
最
低
で
、

保
守
党
は
前
回
の
三

一
・
七
％
か
ら
微
増

の
三
二
・
三
％
、
自

由
民
主
党
は
同
党

史
上
最
高
の
二
二
・

一
％
で
あ
っ
た
。

４
選
挙
運
動
中
に
話
題
と
な
っ
た
事
項

【
二
大
中
断
事
項
】

英
国
王

室
が
一
月

に
チ
ャ
ー
ル

ズ
皇
太
子

と
カ
ミ
ラ・

ボ
ウ
ル
ズ
夫

人
の
結
婚

式
を
四
月

八
日
に
行

う
と
発
表
し
た
た
め
、
選
挙
運
動
の
最
中
に
式
が

行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ロ
ー
マ
法
王
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
が
四
月
二
日

に
逝
去
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
皇
太
子
の
結
婚
式

が
一
日
延
期
さ
れ
、
法
王
の
葬
儀
と
皇
太
子
の
結

婚
式
に
政
党
の
代
表
者
が
出
席
し
た
た
め
、
選
挙

運
動
が
一
時
中
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ほ
か

に
、
審
議
予
定
の
法
案
も
審
議
時
間
が
十
分
取

れ
な
く
な
り
、
政
府
の
意
図
に
反
し
廃
案
に
な
る

法
案
が
増
え
る
等
国
会
運
営
に
も
影
響
が
出
た
。

【
自
由
民
主
党
ケ
ネ
デ
ィ
党
首
に
第
一
子
誕
生
】

自
由
民
主
党
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ケ
ネ
デ
ィ
党
首
に

第
一
子
が
誕
生
し
た
た
め
、
同
党
の
選
挙
運
動
の

開
始
が
や
や
遅
れ
、
実
質
的
に
は
四
月
一
〇
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
新
聞
、
テ
レ

ビ
メ
デ
ィ
ア
が
妻
子
一
緒
の
姿
を
大
き
く
取
り
上

げ
た
た
め
、
逆
に
知
名
度
が
上
が
っ
た
と
も
言
わ

れ
た
。

図2：主要政党の選挙結果

改選前

労働党

保守党

自民党

その他

計

403

164

51

27

645

356

197

62

30

645

△47

33

11

3

ー

9,548,000

8,773,000

5,982,000

2,821,000

27,124,000

35.2％

32.3％

22.1％

10.4％

ー

△5.5％

＋0.6％

＋3.8％

＋1.0％

ー

627

630

626

1,669

3,552

改選後 得票率 増減率 候補者増　減 得　票　数

c４月９日の皇太子結婚式c４月８日のバチカンでの前法王葬儀

cケネディ党首とサラ夫人
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５
選
挙
風
景

英
国
の
選
挙
で
は
、
日
本
の
よ
う
な
顔
写
真
の

ポ
ス
タ
ー
は
少
な
く
、
ま
た
、
有
権
者
に
不
快
感

を
与
え
る
こ
と
を
憂
慮
し
て
か
候
補
者
を
連
呼

す
る
選
挙
カ
ー
も
ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
い
。
候
補

者
た
ち
が
第
一
に
力
を
入
れ
て
い
る
点
は
政
策
論

争
で
あ
る
。

自
分
の
所
属
政
党
が
発
表
す
る
公
約
を
掲
げ

て
相
手
候
補
者
と
討
論
し
、
各
家
庭
を
戸
別
訪
問

し
て
公
約
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版（
チ
ラ
シ
）を
渡
し

て
支
持
を
訴
え
る
。
英
国
で
は
ア
メ
リ
カ
な
ど
と

同
様
に
、
戸
別
訪
問
は
選
挙
違
反
に
は
問
わ
れ

ず
選
挙
運
動
の
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
戸
別
訪
問

は
英
国
の
選
挙
運
動
の
主
要
な
手
段
で
あ
る
が
、

近
年
そ
の
目
的
は
有
権
者
に
自
党
支
持
を
訴
え

る
よ
り
も
、
訪
問
先
の
支
持
政
党
を
確
認
し
、
自

党
支
持
者
を
選
挙
当
日
に
確
実
に
投
票
所
へ
行

か
せ
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
投
票
日
当
日（
五
月
五
日
）に
ロ
ン
ド
ン

南
東
部
を
選
挙
区
と
す
る
労
働
党
議
員
のN

ick
R
aynsford

氏（
当
時
の
地
方
自
治
担
当
大
臣
）を

訪
問
し
、
同
氏
と
行
動
を
共
に
し
た
が
、
投
票
日

当
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
役
大
臣
自
ら
戸
別
訪

問
に
出
向
き
有
権
者
に
投
票
を
促
す
姿
に
、
日

本
の
国
政
選
挙
と
の
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
た
。

な
お
、
同
氏
は
無
事
再
選
を
果
た
し
た
。

１
制
度
概
要

【
行
政
運
営
】

英
国
の
地
方
自
治
制
度
は
、
議
会
と
行
政
府

が
並
立
し
行
政
府
の
ト
ッ
プ
が
直
接
公
選
に
よ
り

選
出
さ
れ
る
日
本
の
よ
う
な
大
統
領
型
と
異
な

り
、
直
接
公
選
首
長
制
を
採
用
す
る
一
一
自
治
体

を
除
く
四
五
〇
余
り
の
自
治
体
の
ほ
と
ん
ど
で
議

員
内
閣
制
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の
地
方
議
員
が
専
ら
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機

関
で
あ
る
の
に
対
し
、
英
国
の
地
方
議
員
は
、
議

会
の
多
数
党
の
指
導
者
が
議
員
の
中
か
ら
内
閣

統
一
地
方
選
挙

cRaynsford氏と内貴所長

c政治集会の様子（イズリントン市民カレッジ）

c投票所（ラスモア・コミュニティーセンター）
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構
成
員
を
選
び
内
閣
を
組
織
し
、
日
々
の
政
策
の

意
思
決
定
や
執
行
機
能
を
担
い
、
内
閣
構
成
員
以

外
の
議
員
は
行
政
運
営
・
政
策
を
評
価
す
る
と
い

う
議
員
自
ら
に
よ
る
行
政
運
営
が
一
般
的
と
な
っ

て
い
る
。

【
実
施
時
期
】

英
国
の
地
方
選
挙
に
つ
い
て
は
、
議
員
任
期
は

四
年
と
統
一
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
四
年
に
一
回

全
議
員
改
選
す
る
場
合
と
、
四
年
に
三
回
議
員

を
三
分
の
一
ず
つ
改
選
す
る
場
合
が
あ
り
、
選
挙

サ
イ
ク
ル
が
自
治
体
に
よ
り
異
な
る
た
め
、
毎
年

の
統
一
地
方
選
の
実
施
規
模
が
異
な
る
。

【
選
挙
権
】

一
八
歳
以
上
の
英
国
籍
を
持
つ
男
女
及
び
英

連
邦
市
民
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
市
民
で
、
一

定
の
欠
格
要
件（
刑
務
所
に
服
役
中
な
ど
）に
該

当
せ
ず
、
居
住
す
る
自
治
体
に
選
挙
人
登
録
し
た

者
に
投
票
権
が
与
え
ら
れ
る
。

【
被
選
挙
権
】

二
一
歳
以
上
の
英
国
籍
を
持
つ
男
女
及
び
英

連
邦
市
民
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
市
民
及
び
Ｅ

Ｕ
諸
国
の
市
民
で
、
立
候
補
前
一
二
カ
月
間
選
挙

区
の
住
民
で
あ
る
な
ど
の
要
件
な
ど
を
満
た
す

な
ど
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
者
に
立
候
補
す

る
権
利
が
与
え
ら
れ
る
。

【
投
票
日
】

「
一
九
七
二
年
地
方
自
治
法（Local

G
overn-

m
ent
A
ct
1972

）」に
基
づ
き
、
原
則
と
し
て
五

月
五
日（
第
一
木
曜
日
）が
投
票
日
と
さ
れ
て
い
る
。

２
選
挙
前
の
情
勢
等

【
二
〇
〇
四
年
統
一
地
方
選
挙
結
果
】

昨
年（
二
〇
〇
四
年
）六
月
一
〇
日
に
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
一
六
六
自
治
体
で
行
わ
れ

た
地
方
選
挙
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
三
六
大
都
市

圏
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
、
一
九
ユ
ニ
タ
リ
ー
、
八
九
デ

ィ
ス
ト
リ
ク
ト
の
全
議
席
ま
た
は
三
分
の
一
議
席

の
改
選
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
二
二
ユ
ニ
タ
リ
ー
の
全
議

席
の
改
選
が
行
わ
れ
、
保
守

党
が
二
八
三
議
席
増
加
、
自

由
民
主
党
が
一
三
七
議
席
増

加
し
、
労
働
党
が
四
七
九
議

席
減
少
し
た
。

こ
の
結
果
、
全
国
の
議
員

数
は
保
守
党
が
約
八
〇
〇
〇

議
席
、
労
働
党
が
約
六
七
〇

〇
議
席
、
過
半
数
を
獲
得
し

た
政
権
獲
得
自
治
体
数
も
、

保
守
党
が
一
五
一
、
労
働
党

が
九
四
と
保
守
党
優
勢
で
、

国
政
と
地
方
で
労
働
党
と
保

守
党
の
勢
力
が
逆
転
し
て
い

る
状
況
と
な
っ
て
い
た
。

３
選
挙
結
果

【
今
回
の
対
象
地
域
】

昨
年（
二
〇
〇
四
年
）の
一

六
六
自
治
体
の
統
一
地
方
選

挙
と
比
較
す
る
と
小
規
模
と

な
っ
た
。

今
回
地
方
選
挙
が
実
施
さ

れ
た
団
体
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。

（１）
全
三
四
カ
ウ
ン
テ
ィ（
県
）す
べ
て
に
つ
い
て
、
地

方
議
員
全
員
が
改
選
対
象

（２）
全
四
七
ユ
ニ
タ
リ
ー
の
う
ち
三
ユ
ニ
タ
リ
ー
の

地
方
議
員
全
員
が
改
選
対
象

（３）
直
接
公
選
首
長
制
を
採
用
す
る
一
一
自
治
体

の
う
ち
、
四
自
治
体
で
の
市
長
選
挙

自　治　体　名

ハートルプール

ストーク・オン・トレント

ノース・タインサイド

ドンカスター

ステュワート・ドラモンド

マーク・メレディス

ジョン・ハリソン

マーティン・ウインター

53.88％

51.00％

61.38％

45.73％

無所属

労働党

労働党

労働党

現

新

新

現

政党

政　党　名
単独政権議会数

改選前 改選後増減 改選前 改選後増減

議　席　数

保守党

労働党

自由民主党

その他

過半数政党なし

合計

17

8

0

0

12

37

7

△2

3

0

△8

0

24

6

3

0

4

37

1,041

726

453

120

ー

2,340

152

△114

40

△26

ー

52

1,193

612

493

94

ー

2,392

投票率現・新 氏　　名

図3：34カウンティ・3ユニタリー議員選挙結果

図4：4市長選挙結果



「
北
へ
の
道
」と
い
う
意
味
を
持
つ
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
北

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
位
置
す
る
立
憲
君
主
国
で
あ
り
、
東

は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、フィ
ン
ラ
ン
ド
、ロ
シ
ア
と
国
境
を

接
し
、
西
は
フィ
ヨ
ル
ド
で
有
名
な
長
い
海
岸
線
に

囲
ま
れ
て
い
る
。
人
口
は
四
六
〇
万
六
三
六
三
人

（
二
〇
〇
五
年
一
月
現
在：

日
本
の
約
三
〇
分
の

一
）、
国
土
面
積
は
三
八
万
六
九
五
八
㎡（
日
本
よ
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り
若
干
広
い
）で
あ
り
、
国
土
の
う
ち
農
業
や
林
業

に
適
し
て
い
る
土
地
は
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
石
油
、

天
然
ガ
ス
、
水
産
資
源
、
森
林
・
水
力
資
源
な
ど
の

天
然
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
一
九
〇
五
年
に
水

力
発
電
の
発
展
、
一
九
七
〇
年
代
に
は
石
油
と
天

然
ガ
ス
の
発
見
と
開
発
が
始
ま
っ
た
た
め
、
一
九

〇
〇
年
代
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
と
っ
て
富
国
の
時
代
と

な
り
、
国
民
一
人
当
た
り
で
見
る
と
世
界
で
最
も

豊
か
な
国
の
一
つ
と
な
っ
た
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、ロ

シ
ア
に
次
ぐ
世
界
第
三
位
の
石
油
純
輸
出
国
で
あ

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
地
方
自
治

ロ
ン
ド
ン
事
務
所
所
長
補
佐
　
　
福
島
　
哲
也（
熊
本
県
派
遣
）

今
年
二
〇
〇
五
年
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
の
独
立
一
〇
〇
周
年
に
当
た
る
。
独
立
以
前
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー

王
国
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
同
君
連
合
の
関
係
に
あ
り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
の
統
治
を
受
け
て
い
た
が
、

一
九
〇
五
年
に
こ
の
同
君
連
合
を
平
和
的
に
解
消
し
、
独
立
国
と
な
っ
た
。
日
本
は
独
立
し
た
ノ
ル
ウ

ェ
ー
王
国
を
国
家
と
し
て
承
認
し
国
交
を
樹
立
し
た
最
初
の
国
の
一
つ
で
あ
り
、
両
国
の
国
交
樹
立
か

ら
一
〇
〇
周
年
に
も
当
た
る
。
当
事
務
所
で
は
、
今
年
三
月
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
首
都
オ
ス
ロ
に
あ
る
自

治
体
協
議
会（
Ｋ
Ｓ
）を
訪
問
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
つ
い
て

【
カ
ウ
ン
テ
ィ
選
挙
結
果
】

保
守
党
は
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
で
は
政
権
獲
得
地
域

一
七
と
従
来
か
ら
優
勢
で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
選

挙
で
新
た
に
六
地
域（
グ
ロ
ー
ス
タ
ー
シ
ャ
ー
、ノ

ー
ザ
ン
プ
ト
ン
シ
ャ
ー
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
、

シ
ュ
ロ
ッ
プ
シ
ャ
ー
、サ
フ
ォ
ー
ク
、ウ
ス
タ
ー
シ
ャ
ー
）

が
加
わ
り
、
保
守
党
の
政
権
獲
得
地
域
は
二
三

と
全
カ
ウ
ン
テ
ィ
の
三
分
の
二
を
占
め
る
こ
と
と

な
っ
た
。

ま
た
、
労
働
党
は
ノ
ー
ザ
ン
プ
ト
ン
シ
ャ
ー
で
政

権
を
失
い
政
権
獲
得
地
域
は
七
か
ら
六
と
な
り
、

自
由
民
主
党
の
政
権
獲
得
地
域
は
従
来
な
か
っ
た

が
、
新
た
に
南
西
部
三
地
域（
コ
ン
ウ
ォ
ル
、
デ
ヴ

ォ
ン
、
サ
マ
ー
セ
ッ
ト
）で
政
権
を
獲
得
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
政
権
政
党
な
し
の
地
域
は
従
来
一
〇

あ
っ
た
が
、
五
地
域
が
保
守
党
政
権
に
、
三
地
域

が
自
由
民
主
党
政
権
と
な
り
、
二
地
域（
カ
ン
ブ

リ
ア
、
ワ
ー
ウ
ィ
ッ
ク
シ
ャ
ー
）の
み
と
な
っ
た
。

【
ユ
ニ
タ
リ
ー
選
挙
結
果
】

三
地
域
で
行
わ
れ
た
ユ
ニ
タ
リ
ー
選
挙
で
は
、

ブ
リ
ス
ト
ル
が
政
権
政
党
な
し
で
現
状
と
変
わ
ら

ず
、
ス
ト
ッ
ク
ト
ン
・
オ
ン
・
テ
ィ
ー
ズ
で
は
労
働
党

政
権
か
ら
政
権
政
党
な
し
へ
、
ワ
イ
ト
島
で
は
政

権
政
党
な
し
か
ら
保
守
党
政
権
へ
と
な
っ
た
。

ま
た
、ワ
イ
ト
島
で
は
、
議
員
選
挙
に
併
せ
て
直

接
公
選
首
長
制
度
採
用
の
可
否
を
問
う
住
民
投

票
が
行
わ
れ
、
賛
成
二
万
八
七
八
六
人
、
反
対
三

万
七
〇
九
七
人
で
否
決
さ
れ
、
現
行
の
リ
ー
ダ
ー

と
議
院
内
閣
制
が
存
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

【
市
長
選
挙
結
果
】

直
接
公
選
首
長
制
採
用
一
一
自
治
体
の
う
ち

四
自
治
体
で
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
た
が
、ハ
ー
ト

ル
プ
ー
ル
市
の
無
所
属
の
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
・
ド
ラ
モ

ン
ド
市
長
、
ド
ン
カ
ス
タ
ー
市
の
労
働
党
の
マ
ー

テ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
市
長
が
再
選
を
果
た
し
、
ノ

ー
ス
・
タ
イ
ン
サ
イ
ド
市
で
は
労
働
党
の
ジ
ョ
ン・ハ

リ
ソ
ン
氏
が
、
ス
ト
ー
ク
・
オ
ン
・
ト
レ
ン
ト
市
で
も

労
働
党
の
マ
ー
ク
・
メ
レ
デ
ィ
ス
氏
が
現
職
を
破
り

当
選
し
た
。
な
お
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
残
る
七
自

治
体
の
市
長
選
は
任
期
満
了
と
な
る
二
〇
〇
六

年
五
月
に
行
わ
れ
る
。
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問
協
議
を
す
る
機
関
で
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
を
代
表

し
て
中
央
政
府
に
対
す
る
代
弁
と
擁
護
を
行
っ
て

い
る
。
Ｋ
Ｓ
は
中
央
政
府
の
交
渉
機
関
と
し
て
は

国
内
最
大
で
あ
り
、
総
計
約
三
七
万
人
の
被
雇
用

者
の
雇
用
主
を
代
表
し
て
中
央
政
府
と
の
交
渉
を

行
っ
て
い
る
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
一
九
の
県（fylker

）と
四
三
四
の

市
町
村（kom

m
une

）と
に
分
か
れ
る
二
層
制
の

構
造
を
持
つ
。
県
議
会
と
市
町
村
議
会
に
よ
る
自

治
権
は
国
家
か
ら
委
譲
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
憲

り
、
一
九
九
六
年
か
ら
は
人
口
高
齢
化
や
原
油
枯

渇
に
備
え
る
た
め
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
収
入
を
一
般
予

算
か
ら
切
り
離
し
て「
石
油
基
金
」の
積
み
立
て
を

開
始
、
近
年
の
原
油
高
騰
を
背
景
に
基
金
は
順
調

な
増
加
を
続
け
、ノ
ル
ウ
ェ
ー
経
済
を
潤
し
て
い
る
。

そ
の
地
理
的
距
離
か
ら
日
本
と
の
関
係
は
薄

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
南
北
に
長
く
全
体
的
に

山
が
ち
な
国
土（
三
分
の
一
は
北
極
圏
に
属
す
る
）

や
変
化
に
富
ん
だ
海
岸
線
と
い
っ
た
地
理
的
条

件
、
王
室
を
持
つ
立
憲
君
主
国
で
あ
る
と
い
う
国

家
形
態
の
上
で
同
じ
共
通
点
を
持
ち
、
さ
ら
に
は

日
本
人
が
普
段
か
ら
口
に
す
る
シ
シ
ャ
モ
や
鯖
、サ

ー
モ
ン
と
い
っ
た
海
産
物
か
ら
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
技

術
や
福
祉
器
具
、エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
な
ど
の
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
分
野
ま
で
か
な
り
幅
広
い
範
囲
で
密
接
な

関
係
を
持
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
在
留
邦
人
数
は

五
五
八
名（
う
ち
永
住
者
二
八
七
名：

二
〇
〇
三

年
一
〇
月
一
日
現
在
）と
な
っ
て
い
る
。

Ｋ
Ｓ
と
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
自
治
体
協
議
会

（N
orw
egian

A
ssociation

of
Local

and
Regional

A
uthorities

）の
こ
と
で
あ
り
、
四
三

四
市
町
村
と
一
九
県
、
そ
し
て
こ
れ
ら
が
所
有
す

る
約
五
〇
〇
の
公
営
企
業
の
た
め
の
全
国
的
な

組
織
で
あ
り
、
全
市
町
村
及
び
全
県
が
加
盟
し
て

い
る
。
雇
用
者
の
た
め
に
中
央
政
府
と
交
渉
、
諮

日
本
と
の
関
係

c王宮

K
S

（K
om
m
unenes

Sentraforbund

）と
は

cKS前にて

行
政
レ
ベ
ル
と
業
務
分
担

オスロオスロオスロ

ノルウェーノルウェー

スウェーデンスウェーデンスウェーデン

ノルウェー

イギリスイギリスイギリス

ロシア

ラトビアラトビアラトビア

エストニアエストニアエストニア

フィンランドフィンランドフィンランド
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（executive
com
m
ittee

）が
設
け
ら
れ
、
議
会
か

ら
選
出
さ
れ
た
全
政
党
の
代
表
者
と
議
会
に
よ
っ

て
選
ば
れ
る
オ
ー
ル
フ
ォ
ー
レ
ル（ordforer

）と
呼

ば
れ
る
議
長（
日
本
の
市
長
や
知
事
に
近
い
役
割

を
持
つ
）の
最
低
で
も
五
人
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
る
。
オ
ス
ロ
な
ど
の
い
く
つ
か
の
主
要
都

市
で
は
例
外
的
に
議
会
に
よ
る
統
治
形
態
を
と
っ

て
お
り
、
政
党
を
基
盤
と
す
る
地
方
政
府
を
つ
く

っ
て
い
る
。

法
で
は
な
く
法
律
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

国
は
地
方
に
お
け
る
国
の
代
理
と
し
て
県
知
事
を

任
命
す
る
。
県
は
一
九
七
五
年
に
国
と
市
町
村
の

間
に
位
置
す
る
自
治
体
と
し
て
つ
く
ら
れ
、
広
域

的
で
専
門
性
の
高
い
事
項
を
担
当
し
て
い
る
。
市

町
村
は
地
方
自
治
体
の
中
で
最
も
重
要
な
単
位
で

あ
り
、
住
民
生
活
に
密
接
し
た
事
項
を
担
当
し
て

い
る
。一
九
六
七
年
の
大
規
模
な
合
併
改
革
の
後
、

そ
の
数
は
四
二
〇
〜
四
四
〇
の
間
で
安
定
し
て
い

る
。
人
口
五
二
万
九
八
四
六
人（
二
〇
〇
五
年
一

月
）の
首
都
オ
ス
ロ
は
市
町
村
と
県
の
両
者
の
役

割
を
兼
ね
て
い
る
。

行
政
レ
ベル
と
業
務
分
担

１
中
央
政
府（
地
域
と
地
方
レ
ベ
ル
の
中
央
政
府

機
関
を
含
む
）

・
国
民
保
険
制
度

・
専
門
保
健
サ
ー
ビ
ス

・
専
門
社
会
福
祉（
児
童
福
祉
、
薬
物
・
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
更
正
施
設
）

・
高
等
教
育
／
大
学
、
労
働
市
場
、
難
民
・
移
民

・
国
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
鉄
道
、
農
業
問
題
、
環
境

問
題

・
警
察
、
裁
判
所
、
刑
務
所
、
軍
隊
、
外
交
政
策

２
県（
一
九
）

・
高
等
教
育

・
地
域
振
興

＊
県
道
及
び
公
共
交
通

＊
地
域
計
画

＊
事
業
開
発

＊
文
化（
博
物
館
、
図
書
館
、ス
ポ
ー
ツ
）

３
市
町
村（
四
三
四
）

・
小
・
中
学
校
教
育

・
保
育
園
／
幼
稚
園

・
高
齢
者
及
び
身
体
障
害
者
の
介
護
、
社
会
福
祉

サ
ー
ビ
ス（
社
会
扶
助
、
児
童
福
祉
、
薬
物
／
ア

ル
コ
ー
ル
）

・
地
方
計
画（
土
地
利
用
）、
農
業
問
題
、
地
方
道

路
、
港
湾

県
と
市
町
村
は
選
挙
で
選
ば
れ
た
議
員
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
る
議
会
が
統
治
し
て
お
り
、
選
挙
は

四
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
る
が
、
国
政
選
挙（
同
じ

く
四
年
ご
と
）と
重
な
ら
な
い
よ
う
に
交
代
で
実

施
さ
れ
る
の
が
慣
例
と
な
っ
て
お
り
、
選
挙
は
通

常
九
月
の
第
二
月
曜
日
に
行
わ
れ
る
。
地
方
議

員
の
選
挙
権
・
被
選
挙
権
は
選
挙
の
年
の
一
二
月

三
一
日
ま
で
に
一
八
歳
に
な
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
国
民

及
び
選
挙
日
以
前
の
三
年
間
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
居
住

し
住
民
登
録
を
行
っ
て
い
る
外
国
人
で
選
挙
人
登

録
を
行
っ
た
者
に
対
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
。

地
方
自
治
法
は
人
口
に
比
例
し
た
議
員
の
最
低

議
席
数
を
明
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
法
定
最
低
議

席
数
を
超
え
た
議
員
数
と
す
る
か
ど
う
か
は
各
議

会
で
決
定
で
き
る
。
そ
の
数
は
一
三
議
席（
市
町

村
議
会
）と
二
五
議
席（
県
議
会
）か
ら
八
五
議
席

ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
各
議
会
は
議
長
を
選
出

す
る
。
議
会
の
ト
ッ
プ
に
は
行
政
執
行
委
員
会

議
会
と
選
挙

市
町
村
と
県
の
財
政

c国会議事堂
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政
府
か
ら
の
補
助
金
で
あ
り
、
国
民
が
ど
こ
に
住

ん
で
い
て
も
等
し
く
高
水
準
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
包
括
交
付
金
制
度
を
通
し
て

歳
入
の
再
分
配
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
制
度
は
、

公
正
な
歳
入
分
配
と
地
域
の
成
長
及
び
開
発
の

両
方
を
保
証
す
る
も
の
で
、
効
率
的
で
自
立
し
た

地
方
自
治
体
を
維
持
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
制
度

で
あ
る
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
地
方
自
治
は
市
町
村
を
中
心
と

し
て
発
達
し
て
き
た
が
、
一
九
七
五
年
に
は
県
を

設
置
す
る
二
層
制
の
導
入
で
再
構
成
が
進
め
ら

歳
出
に
関
し
て
は
、
市
町
村
レ
ベ
ル
で
は
教
育

費
と
高
齢
者
介
護
費
が
最
も
高
い
割
合
を
占
め

て
お
り
、
県
レ
ベ
ル
で
は
教
育
費
と
公
共
道
路
・
交

通
が
最
も
高
い
割
合
を
占
め
て
い
る
。

歳
入
に
関
し
て
は
、
市
町
村
レ
ベ
ル
と
県
レ
ベ
ル

と
も
に
地
方
税
と
国
か
ら
の
包
括
交
付
金
が
最

も
高
い
割
合
を
占
め
て
い
る
。
地
方
税
に
つ
い
て

は
、
市
町
村
は
ほ
と
ん
ど
を
個
人
及
び
企
業
か
ら

の
所
得
税
・
固
定
資
産
税
か
ら
、
県
は
所
得
税
の

み
か
ら
徴
収
し
て
お
り
、
そ
の
課
税
権
の
最
高
税

率
は
毎
年
国
会
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
両

レ
ベ
ル
に
お
い
て
高
い
比
重
を
占
め
て
い
る
の
が

総務管理費

教育費

技術サービス費

9％8％6％5％

52％11％

4％

22％

34％
4％28％

7％

5％
5％

その他

保険費

高齢者介護費

社会福祉費

文化事業費

総務管理費

教育費

社会福祉費

歯科業務費

公共道路・交通

その他

地方税

包括交付金

43％

21％

13％

16％
4％

5％ 4％ 4％ 3％3％

42％

42％

特別補助金

手数料等

利子収入

その他

地方税

包括交付金

特別補助金

手数料等

利子収入

その他

【2003年の県歳出内訳】
（約350億ノルウェー・クローネ（約5,880億円））

【2003年の市町村歳出内訳】
（約1,750億ノルウェー・クローネ（約2兆9,400億円））

【2003年の市町村歳入内訳】
（約1,870億ノルウェー・クローネ（約3兆1,416億円））

【2003年の県歳入内訳】
（約340億ノルウェー・クローネ（約5,712億円））

活
力
の
あ
る

力
強
い
地
域
の
創
造

cKS職員の方々とロンドン事務所職員



れ
、
現
在
の
形
と
な
っ
た
。
現
在
さ
ら
に
そ
の
二

層
目
の
県
の
統
合
・
合
併
が
協
議
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
は
日
本
で
議
論
さ
れ
て
い
る

道
州
制
と
同
様
の
も
の
で
日
本
よ
り
先
ん
じ
て
道

州
が
誕
生
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
四

年
一
〇
月
に
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
新
地
域
政
策
委
員
会

が
グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー（
国
会
審
議
用
の
政
策
提
案

書
）で
一
九
の
県
を
い
く
つ
か
の
州
政
府
に
統
合
・

合
併
す
る
案
と
全
部
廃
止
す
る
案
の
二
案
を
発
表

し
た
が
、
Ｋ
Ｓ
は
こ
の
流
れ
の
中
で
さ
ら
に
全
自

治
体
と
そ
の
関
係
機
関
と
に
聴
聞
を
行
っ
た
上
で

調
査
・
分
析
を
進
め
、
新
し
い
地
域
的
分
割
の
提

案
を
す
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

Ｋ
Ｓ
で
は
自
治
体
同
士
の
昔
か
ら
あ
る
地
域
の
密

着
性
を
考
慮
に
入
れ
つ
つ
、か
つ
そ
の
つ
な
が
り
を

で
き
る
だ
け
維
持
し
な
が
ら
業
務
分
担
や
境
界
に

焦
点
を
当
て
、
地
域
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
で
き
る
よ
う
な
統
治
改
革
を
行
う
よ
う
努
め

て
い
る
。
現
存
す
る
一
九
の
県
を
五
地
域
・
七
地

域
・
九
地
域
に
統
合
・
合
併
す
る
と
い
う
三
案
を
検

討
し
た
結
果
、
最
終
的
に
は
七
〜
九
地
域
の
統

合
・
合
併
案
を
提
案
す
る
こ
と
に
な
る
と
の
説
明

を
受
け
た
。
現
在
、
既
に
ホ
ワ
イ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
発

表
さ
れ
、
国
会
で
の
議
論
が
進
め
ら
れ
る
予
定
で

あ
り
、
今
年
一
〇
月
に
は
政
府
か
ら
最
終
的
な
合

併
分
割
が
発
表
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
初
め
て
Ｋ
Ｓ
へ
の
訪
問
調
査
の
た
め
数
日
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デ
ン
マ
ー
ク
は
、
人
口
約
五
三
八
万
人
、
面
積

約
四
・
三
万
h（
九
州
と
ほ
ぼ
同
じ
）の
立
憲
君
主

制
の
国
で
あ
り
、
首
都
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
は
約

五
〇
万（
広
域
の
首
都
圏
で
は
一
〇
八
万
）の
人
々

が
暮
ら
し
て
い
る
。
ま
た
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
自
治
領

と
し
て
ア
メ
リ
カ
大
陸
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
間
の

北
極
近
く
に
位
置
す
る
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ス

ラ
ン
ド
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
中
間
に
あ
る
フ
ェ
ロ
ー
諸

島
の
二
つ
の
領
域
を
保
有
し
て
い
る
。
な
お
、
前

出
の
デ
ン
マ
ー
ク
の
人
口
・
面
積
に
は
こ
の
二
つ
の

領
域
の
人
口・
面
積
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

国
会
は
一
院
制
で
あ
り
、議
員
数
は
一
七
九
人
、

デ
ン
マ
ー
ク
の
地
方
自
治

ロ
ン
ド
ン
事
務
所
所
長
補
佐
　
　
根
本
　
謙（
福
島
県
派
遣
）

デ
ン
マ
ー
ク
と
い
う
国
か
ら
受
け
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
日
本
と
同
じ
く
王
室（
皇
室
）の
あ
る
国
、
酪
農

が
盛
ん
な
国
、
高
福
祉
の
国
、
環
境
先
進
国
、
さ
ら
に
は
童
話
作
家
ア
ン
デ
ル
セ
ン
を
生
ん
だ
国
と
い

う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
最
近
で
は
ほ
か
の
北
欧
諸
国
と
並
ん
で
Ｉ
Ｔ
分
野
の
先
進
国
の
一
つ

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
国
政
の
概
要
、
地
方
自
治
体
の
構
造
等
に
つ

い
て
報
告
す
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
に
つ
い
て

日
本
に
つ
い
て
考
え
る

間
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
滞
在
し
た
が
、
滞
在
中
に
以
下
の

点
に
つ
い
て
日
本
と
の
差
を
強
く
感
じ
た
。

一
つ
は
、
税
金
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て
で
あ

る
。
そ
の
物
価
の
高
さ（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
ほ
と
ん

ど
の
商
品
に
英
国
の
一
七
・
五
％
を
上
回
る
二

三
％
の
付
加
価
値
税（
Ｖ
Ａ
Ｔ
）が
課
さ
れ
て
い
る
）

に
は
驚
か
さ
れ
た
が
、
十
分
な
社
会
的
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
た
い
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
に
見
合
う
金
額
を

払
う
の
は
当
然
で
あ
る
と
い
う
社
会
的
認
識
が
国

民
全
体
に
浸
透
し
て
い
る
。
ま
た
も
う
一
つ
は
、

高
齢
者
を
除
く
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
の
ほ
と
ん
ど
の
人
々

が
英
語
を
普
通
に
話
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
自
国
語

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
世
界
の
共
通
言
語
で
あ
る

英
語
を
多
く
の
人
が
し
ゃ
べ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

国
に
と
っ
て
は
か
な
り
の
メ
リ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。
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任
期
は
四
年
、
直
接
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
。

現
政
権（
ラ
ス
ム
セ
ン
首
相
）は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
中
で
デ
ン
マ
ー
ク
を
競
争
力
の
あ
る「
知

識
社
会
」に
す
る
べ
く
、
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
一
〇

〇
億
ク
ロ
ー
ネ（
約
一
八
〇
〇
億
円
）の
資
金
を
投

入
し
て
、
教
育
・
研
究
等
を
強
化
し
、
同
分
野
で
の

先
進
社
会
を
構
築
し
て
い
く
と
い
う
目
標
を
掲
げ

て
い
る
。

一
九
七
三
年
に
は
ほ
か
の
北
欧
諸
国
に
先
駆

け
て
欧
州
共
同
体（
Ｅ
Ｃ
）の
加
盟
国
と
な
っ
て
い

る
が
、
一
九
九
二
年
に
実
施
さ
れ
た
国
民
投
票
に

お
い
て
、
欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）設
立
に
か
か
る
条
約

で
あ
る
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
批
准
を
否
決（
賛
成

四
九
・
三
％
、
反
対
五
〇
・
七
％
）し
て
い
る
。
背
景

cクリスチャンスボー城（国会議事堂）

に
は
主
権
喪
失
へ
の
危
惧
、
福
祉
水
準
の
低
下
、

官
僚
主
導
の
欧
州
統
合
推
進
論
議
に
対
す
る
根

強
い
懸
念
等
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

を
受
け
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
政
府
は
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
と

の
間
で
デ
ン
マ
ー
ク
に
対
す
る
特
別
措
置
の
交
渉

を
行
い
、
そ
の
特
別
措
置
の
下
で
一
九
九
三
年
に

再
度
国
民
投
票
が
行
わ
れ
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条

約
批
准
が
承
認（
賛
成
五
六
・
七
％
、
反
対
四
三
・

三
％
）さ
れ
た
。

ま
た
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
内
の
単
一
通
貨
で
あ
る
ユ

ー
ロ
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
国
民
投

票
に
お
い
て
否
決（
賛
成
四
六
・
九
％
、
反
対
五

三
・
一
％
）さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
ユ

ー
ロ
不
参
加
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
欧
州
憲
法
条

約
批
准
に
関
し
て
は
、
本
年
九
月
に
国
民
投
票
を

行
う
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
地
方
自
治
体
の
権
限
の

根
拠
で
あ
る
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
憲
法
八
二
条
の「
地

方
は
国
の
監
督
の
下
、
独
立
し
て
そ
の
業
務
を
遂

行
す
る
権
利
を
有
す
る
が
、
そ
の
権
利
は
国
会
の

制
定
法
に
よ
っ
て
監
督
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
」

と
い
う
規
定
に
よ
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
の
地
方
自
治
体
は
、
日
本
の
県
に

相
当
す
る
広
域
自
治
体（
ア
ム
ト：

Am
t

英
訳
は

Region

ま
た
はC

ounty

）と
日
本
の
市
町
村
に
相

当
す
る
基
礎
自
治
体（
コ
ミ
ュ
ー
ン：

K
om
m
une

英
訳
はLocalauthority

ま
た
はM

unicipality

）

の
二
層
制
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
首
都
の
コ

ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
市
や
同
市
に
隣
接
す
る
フ
レ
デ
リ
ク

ス
バ
ー
グ
市
の
よ
う
に
市
と
県
の
機
能
を
併
せ
持

っ
た
一
層
制
自
治
体
も
存
在
す
る
。
二
〇
〇
〇
年

地
方
自
治
体
の
種
別
構
成

cデンマークの観光名所の「人魚の像」

cコペンハーゲン市庁舎
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に
は
、
広
域

大
都
市
圏
内

の
交
通
政

策
、
都
市
計

画
等
を
目
的

と
し
て
、
コ
ペ

ン
ハ
ー
ゲ
ン
を

中
心
と
す
る

近
隣
の
三
つ

の
県
と
二
つ

の
市
で
構
成

さ
れ
る
コ
ペ

ン
ハ
ー
ゲ
ン
広
域
行
政
圏（
Ｈ
Ｕ
Ｒ
）が
設
置
さ
れ

て
い
る
。

自
治
体
数
は
二
〇
〇
五
年
三
月
現
在
で
、
広
域

自
治
体
で
あ
る
県
が
一
四
、
基
礎
自
治
体
で
あ
る

市
が
二
七
一（
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
市
、
フ
レ
デ
リ
ク
ス

バ
ー
グ
市
含
む
）と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
県

に
は
五
か
ら
三
二
の
市
が
あ
る
。
な
お
、
全
市（
二

七
一
市
）そ
れ
ぞ
れ
の
人
口
の
規
模
に
つ
い
て
は
表

１
の
と
お
り
と
な
る
。
表
１
に
よ
る
と
、
人
口
一

万
人
以
下
の
市
が
約
半
数
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た

人
口
一
万
人
前
後
の
市
が
多
い
こ
と
が
う
か
が
え

る
。地

方
自
治
法
に
は
、「
地
方
に
関
す
る
事
項
は

地
方
議
会
の
決
定
に
よ
る
」と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
地
方
議
会
が
地
方
自
治
体
の
全
組
織
を

指
揮
し
、
全
組
織
に
対
し
て
責
任
を
持
つ
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
個
人
的
問
題
に
か
か
わ
る
も
の
を

除
く
す
べ
て
の
事
業
が
、
地
方
議
会
の
議
論
の
場

に
持
ち
込
ま
れ
決
定
さ
れ
る
よ
う
、
要
求
で
き
る

権
利
が
地
方
議
会
に
は
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。地

方
議
会
の
議
員
数
は
条
例
な
ど
で
特
段
の

定
め
が
な
い
限
り
、
九
人
以
上
三
一
人
以
下
の
奇

数
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン

市
で
は
、
条
例
で
議
員
数
が
五
五
人
と
定
め
ら
れ

て
い
る
。

地
方
議
会
は
、
地
方
選
挙（
四
年
に
一
回
）で
選

出
さ
れ
た
議
員
の
中
か
ら
議
長（M

ayor

）を
選
出

す
る
。
議
長
は
地
方
行
政
機
関
の
長
で
あ
り
、
任

期
は
四
年
で
あ
る
。
地
方
議
会
に
は
四
か
ら
六
の

各
種
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
行
政
事
務
を

執
行
す
る
事
務
組
織
が
補
佐
す
る
よ
う
な
か
た
ち

で
委
員
会
が
執
行
機
関
と
な
っ
て
い
る
。
一
部
の

大
都
市
で
は
こ
の
委
員
会
制
度
と
若
干
異
な
っ
た

制
度
を
採
用
し
て
い
る
も
の
の
、
日
本
の
よ
う
に

地
方
自
治
体
の
長
と
議
会
が
独
立
・
対
等
な
立
場

で
互
い
に
牽
制
す
る
と
い
う
地
方
自
治
制
度
と
は

異
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

（１）
県
の
業
務

県
の
主
な
業
務
は
、
病
院
、
医
療
保
険
、
障
害

者
福
祉
、
中
等
教
育
、
広
域
的
な
地
域
計
画
・
地

域
開
発
・
交
通
政
策
・
環
境
政
策
等
に
関
す
る
業

務
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
業
務
の
う
ち
最
も
大
き
な
比
重
を

占
め
て
い
る
の
は
病
院
で
あ
り
、
そ
の
費
用
は
県

全
体
の
予
算
の
約
五
〇
％（
さ
ら
に
医
療
保
険
関

係
の
予
算
を
含
め
る
と
約
七
〇
％
）に
相
当
す
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
公
共
医
療
は
す
べ
て
無
料
で
あ

り
、
病
院
に
か
か
る
費
用
は
す
べ
て
県
の
負
担
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
公
共
医
療
保
険
の
管
理
、
経

理
の
事
務
も
県
が
行
っ
て
い
る
。

教
育
に
つ
い
て
は
、
県
は
中
等
教
育
を
担
当
し

て
お
り
、
市
は
初
等
教
育
、
国
は
大
学
の
管
理
運

営
を
担
当
し
て
い
る
。

（２）
市
の
業
務

市
の
主
な
業
務
は
、
社
会
福
祉
一
般
、
高
齢
者

cコペンハーゲンの街並み

地
方
自
治
体
の
内
部
構
造

人　口

5,000人以下

5,000人～10,000人

10,000人～20,000人

20,000人～60,000人

60,000人以上

16

114

78

52

11

自治体数

表1：全市（271）の人口の規模

地
方
自
治
体
の
業
務
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併
前
の
自
治
体
数
と
合
併
後
の
予
想
さ
れ
る
自

治
体
数
の
変
化
で
あ
る
。
な
お
、
予
想
さ
れ
る
合

併
後
の
自
治
体
数
は
政
府
が
目
標
と
し
て
い
る
自

治
体
数
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

所
管
業
務
の
移
管
に
つ
い
て
は
、
病
院
・
障
害
者

施
設
の
運
営
、
医
療
保
険
、
地
域
開
発
の
み
を
県

の
所
管
業
務
と
し
て
残
し
、
そ
れ
以
外
は
市
ま
た

は
国
に
移
管
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
よ
っ
て
市
の

所
管
業
務
は
広
範
囲
な
も
の
と
な
り
、
そ
れ
と
は

反
対
に
県
の
所
管
業
務
は
少
な
く
な
り
、
病
院
運

営
の
み
が
主
な
業
務
と
な
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
に
は
、
一
四
の
県
を
代
表
す
る
機

福
祉
、
初
等
教
育
、
地
域
内
の
都
市
計
画
・
道
路

整
備
、
ご
み
処
理
・
生
活
排
水
処
理
等
の
地
域
住

民
の
生
活
に
密
着
し
た
業
務
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
業
務
の
う
ち
最
も
大
き
な
比
重
を

占
め
て
い
る
の
は
初
等
教
育
で
あ
り
、
そ
の
費
用

は
市
全
体
の
予
算
の
約
四
〇
％
に
相
当
す
る
。
ま

た
、
ご
み
処
理
や
生
活
排
水
処
理
に
関
し
て
は
、

い
く
つ
か
の
市
が
集
ま
っ
て
設
置
し
た
事
務
組
合

に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

日
本
で
は
地
方
自
治
体
の
合
併
が
行
わ
れ
て
い

る
最
中
で
あ
る
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
お
い
て
も
地
方

自
治
体
の
再
編
に
よ
る
合
併
が
政
府
に
よ
り
提

案
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
デ
ン
マ
ー
ク
に
お
け
る

地
方
自
治
体
再
編
改
革
の
動
向
に
つ
い
て
触
れ
る

こ
と
と
し
た
い
。

デ
ン
マ
ー
ク
の
地
方
自
治
体
再
編
に
つ
い
て
は
、

現
政
権
が
発
足
し
た
二
〇
〇
一
年
末
に
議
論
が

始
ま
っ
た
。
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
に
は
政
府
に
よ

っ
て
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
二
〇
〇
四
年
一

月
に
同
特
別
委
員
会
か
ら
報
告
書
が
出
さ
れ
た
。

二
〇
〇
四
年
六
月
に
地
方
自
治
体
再
編
の
骨
子

案
が
国
会
を
通
過
、
二
〇
〇
五
年
二
月
に
地
方
自

治
体
再
編
に
か
か
る
法
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
、

同
年
の
夏
ま
で
に
は
国
会
で
法
案
が
可
決
さ
れ
る

見
込
み
で
あ
る
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月

に
新
自
治
体
の
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
、
二
〇
〇
六

年
は
移
行
準
備
期
間
と
し
て
新
旧
の
自
治
体
議

員
が
存
在
し
、
二
〇
〇
七
年
一
月
か
ら
新
制
度
が

実
施
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
地
方
自
治
体
再
編
改
革
の
目
的
は
、
規
模

の
経
済
の
原
理
に
よ
り
持
続
可
能
な
地
方
自
治

体
に
し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
再
編
と
同
時
に
県
か

ら
市
ま
た
は
国
へ
所
管
業
務
を
移
管
し
て
い
く
こ

と
で
あ
る
。「Few

er
M
unicipality,

B
igger

M
unicipality

（
よ
り
少
な
い
自
治
体
へ
、
よ
り
広

範
囲
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
自
治
体
へ
）」が
一

連
の
地
方
自
治
体
再
編
改
革
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ

る
。地

方
自
治
体
の
種
別
構
成
を
表
１
で
示
し
た
と

お
り
、
現
在
デ
ン
マ
ー
ク
は
一
つ
の
市
の
人
口
規
模

が
一
万
人
に
満
た
な
い
市
が
約
半
数
を
占
め
て
い

る
。
今
回
の
再
編
で
は
、
合
併
後
の
一
つ
の
市
の
人

口
は
最
低
三
万
人
を
超
え
る
こ
と
と
い
う
の
が
条

件
で
あ
る
が
、
も
し

三
万
人
以
下
で
あ
る

場
合
は
、
近
隣
の
市

と
業
務
に
関
し
て
協

力
関
係
を
構
築
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
。
ま
た

県
に
つ
い
て
も
、
現

在
最
も
人
口
の
多
い

県
で
六
〇
万
人
で
あ

る
た
め
、
合
併
に
よ

っ
て
よ
り
大
き
な
県

に
再
編
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
。
表
２
は
、
合

合併前

県

市

14

271

5

100～98

合併後（予想）

表2：合併後の予想される自治体数（2005年3月現在）

地
方
自
治
体
の
再
編
改
革
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関
と
し
て
全
国
県
協
議
会
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
市
と

フ
レ
デ
リ
ク
ス
バ
ー
グ
市
を
除
い
た
二
六
九
の
市

を
代
表
す
る
機
関
と
し
て
全
国
市
協
議
会
が
あ

る
。
両
機
関
と
も
構
成
員
で
あ
る
県
や
市
の
利

益
を
代
表
し
て
地
方
自
治
体
の
予
算
編
成
に
影

響
を
与
え
る
包
括
補
助
金
、
地
方
公
務
員
の
賃
金

等
の
交
渉
を
国
に
対
し
て
行
う
ほ
か
、
地
方
公
務

員
の
教
育
、
情
報
提
供
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、

組
合
と
の
労
使
協
議（
賃
金
交
渉
等
）を
行
っ
て
い

る
。二

〇
〇
五
年
三
月
に
両
機
関
を
訪
問
し
、
担

当
者
か
ら
地
方
自
治
体
の
再
編
に
つ
い
て
話
を
伺

っ
た
。
今
回
の
改
革
の
主
要
な
部
分
で
あ
る
市
の

合
併
に
つ
い
て
は
、ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
と
い
う
よ
り

は
む
し
ろ
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
で
市
民
の
希
望
が
尊

重
さ
れ
た
合
併
の
協
議
が
多
い
が
、
合
併
を
拒
ん

で
い
る
市
に
つ
い
て
は
、
政
府
が
合
併
を
促
進
す

る
た
め
勧
告
を
出
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

世
論
調
査
で
は
国
民
の
七
割
以
上
が
今
回
の
改

革
を
支
持
し
て
い
る
と
の
結
果
で
あ
っ
た
そ
う

だ
。
ま
た
、
労
働
組
合
と
の
協
議
に
よ
り
、
二
〇

〇
七
年
以
降
の
四
年
間
に
つ
い
て
は
自
治
体
職
員

の
解
雇
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
合
意
が
な
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
県
の
合
併
に

つ
い
て
は
、
自
発
的
な
市
の
合
併
と
異
な
り
、
強

制
的
な
合
併
と
の
こ
と
で
あ
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
に
お
け
る
自
治
体
の
国
際
交
流
関

係
の
情
報
を
提
供
・
収
集
し
て
い
る
全
国
市
協
議

会
が
二
〇
〇
〇
年
に
行
っ
た
全
市
に
対
す
る
調
査

に
よ
る
と
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
二
三
八
の
市
で
約
九

〇
〇
件
の
姉
妹
自
治
体
の
提
携（
日
本
は
二
〇
〇

五
年
六
月
現
在
で
八
九
〇
の
自
治
体
で
一
五
二
〇

件
の
姉
妹
自
治
体
の
提
携
）が
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。
姉
妹
自
治
体
提
携
先
の
多
く
は
地
理
的
・

歴
史
的
な
影
響
も
あ
り
北
欧
諸
国
の
自
治
体
と

な
っ
て
い
る
。
表
３
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
市
の
姉
妹
提

携
件
数（
相
手
国
・
地
域
別
）の
ト
ッ
プ
10
で
あ
る
。

交
流
事
業
の
内
容
は
、
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等

の
交
流
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
姉
妹
交
流

の
ほ
か
に
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に
海
外
の
自
治

体
と
連
携
協
力
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
遂
行
、
中
東

欧
諸
国
の
自
治
体
に
対
し
て
の
行
政
ノ
ウ
ハ
ウ
の

提
供
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

最
後
に
な
る
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
と
日
本
の
自
治
体

間
に
は
五
件
の
姉
妹
自
治
体
提
携（
二
〇
〇
五
年

六
月
現
在：

う
ち
二
件
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
県
と
姉

妹
自
治
体
提
携
）が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体

間
で
各
種
交
流
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
年
は

「
日
・
Ｅ
Ｕ
市
民
交
流
年
」、
ま
た
ア
ン
デ
ル
セ
ン
生

誕
二
〇
〇
年
祭
に
あ
た
り
、
日
本
と
デ
ン
マ
ー
ク

の
両
国
に
お
い
て
も
市
民
レ
ベ
ル
で
の
交
流
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
等
の
事
業
が
盛
ん
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

「
日
・
Ｅ
Ｕ
市
民
交
流
年
」を
契
機
に
、
近
い
将
来
、

日
本
と
デ
ン
マ
ー
ク
の
交
流
が
さ
ら
に
活
発
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

表3：相手国・地域別でみた姉妹提携件数のトップ10

順位

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

10

国・地域名

スウェーデン

ノルウェー

フィンランド

ドイツ

ポーランド

アイスランド

グリーンランド（自治領）

ラトビア

ハンガリー

エストニア

リトアニア

提携件数

172

154

128

99

77

32

27

21

15

13

13

cコペンハーゲンの街並み

地
方
自
治
体
の
国
際
交
流


